
COVID-19陽性患者もしくは疑い患者に対する手術時の感染対策Case Report集計結果(7月20日から7月26日回答分)

症例数 手術 手術室で気管挿管 2 McGrath 2

COVID-19陽性患者 1 ECMO挿入 1 （喉頭展開1回で挿管） (2)

既挿管 1

COVID-19疑い患者 2 脳外科手術 1

観血的整復術 1 　

PPE シールド付きマスク 2

記入なし 1

N95 2

記入なし 1

事前シミュレーション実施 あり 3

手袋2枚 2

記入なし 1

自由記載

院内の認識

麻酔方法

感染関連

PCR未実施症例は手術室では基本的にPPEで対応するが、積極的に疑わない場合は一般病棟の個室で管理する。手術

室と病棟での管理方法に乖離が生じている。

導入前に十分に酸素化し導入薬注入後はマスク換気をせずに、McGrathで挿管した。

紙の麻酔チャート（原本）は汚染されていると考えて対応している。ビニール袋に入れてコピーし、コピーを保存

し、原本は破棄している。


